
 

     令和3年度政務活動費収支報告書 

   (会派名)大地の会 

1 収 入    

区 分 金 額 備 考 

政 務 活 動 費 720,000円 令和3年10月～令和4年3月までの6カ月分 

合  計 720,000円  

 

 

2 支 出 

区 分 金 額 備 考 

調 査 研 究 費 21,340円 
・レンタカー代、ガソリン代 

（計21,340円） 

研 修 費   

広 報 費 313,736円 
・会派活動報告印刷代、折込代 

（計313,736円） 

広 聴 費   

要 請 ・ 陳 情 費   

会 議 費   

資 料 作 成 費 12,190円 
・インクカートリッジ代 

（計12,190円） 

資 料 購 入 費   

そ の 他 の 経 費   

合 計 347,266円 
 

※ 備考欄には、主たる支出の内訳を記入する。 

 

3 残 額   372,734円 

 



様式１
大地の会

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情費 会議費 資料作成費 資料購入費 その他の経費

1 R3.10.29 令和3年度政務活動費（10月～翌年3月分） 720,000 720,000

2 R3.12.15 会派専用プリンター用インクカートリッジ代 12,190 12,190 707,810

3 R4.3.31 行政視察レンタカー代 18,700 18,700 689,110

4 R4.3.31 行政視察ガソリン代（レンタカー用） 2,640 2,640 686,470

5 R4.3.31 会派活動報告印刷代及び新聞折込代 313,736 313,736 372,734

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

合計 720,000 347,266 21,340 0 313,736 0 0 0 12,190 0 0 372,734 372,734円を市へ返還

※年月日は収支事実があった年月日を記載する。
※内容には、政務活動が特定できるように、年月日、場所、活動内容などが明確にわかるように記載する。

整理
番号

年月日 内　容 収　入 支　出 残　額 備考

支出内訳

経費項目別内訳

政務活動費出納簿











 

 

（様式第２号） 

会派政務調査活動（行政視察）報告書 

（総 括） 

 

会 派 名         大地の会 

会派の代表者名         鎌田正 

視察(調査)期日         令和４年３月２０日（日） 

視 察 ( 調 査 ) 先         市内各地 ※視察概要のとおり 

視察(調査)の目的 

（大仙市の現状と

  選定理由等） 

課題となっている農業者の所得向上のための周年農業、高収益作物の取り

組みや２０５０ゼロカーボンに向けて意欲的に取り組む農業者や企業等の

事例を学び、今後の施策に生かすため。 

視察(調査)の行程 別紙のとおり 

視察(調査)への         

参加議員名 

鎌田正、金谷道男、大山利吉、後藤健、佐藤育男、山谷喜元、安達成年、 

青柳友哉 

視察(調査)概要         

① （有）内小友ファーム（大曲地域）において、ハウスによる菌床椎茸の

栽培と６次産業化の取り組みについて説明を受けた。 

② （株）秋田農販（南外地域）において、再生可能エネルギー（アンモニ

ア）を利用したボイラーによる高収益作物（イチゴ、トマト）の周年農

業の現状について説明を受けた。 

③ ぬくもり温泉ユメリア（西仙北地域）において、脱炭素と循環型農業の

実現、高騰する燃料代の抑制に向けたもみ殻ボイラーについて説明を受

けた。 

④ 若手畜産農家である草彅宏明氏（中仙地域）の補助金を活用し、国産材

木材を利用したトラス工法の牛舎や、牛に取り付けたセンサーで出産の

時期などを把握するICT農業の現場を視察。 

⑤ （農）アグリフォー太田の新技術による低コスト化と、周年農業を見す

えた高収益作物（イチゴ）の栽培現場を視察し、説明を受けた。 



 

 

視察(調査)の成果 

と本市に反映でき

る事項或いは反映

させたい事項につ

いて 

※個別報告参照 

 

そ の 他         

(会派としての総

括的意見、上記成

果への今後の取り

組み等) 

 コロナ禍もあって出歩くことがはばかられる時期ではあるが、やはり現場

を目で見て、当事者から生の声を聴くことは重要だと感じた。 

 議会の役割として今後は課題解決のための政策を提言することが求めら

れているとことから、会派内でも今回視察をした件について今後の課題を整

理し、先進的な取り組みとして市当局とも情報共有しながら、大仙市をより

よい方向へ導けるよう議員（議会）としての責務を果たしてまいりたい。 



 

 

（様式第４号） 

会派政務調査活動（行政視察）旅費等明細書 

 

（会派名  大地の会  ） 

視察(調査)期日         令和４年３月２０日（日） 

視 察 ( 調 査 ) 先         大仙市内 

参 加 議 員 名         
（８人） 

鎌田正、金谷道男、大山利吉、後藤健、佐藤育男、山谷喜元、安達成年、 
青柳友哉 

旅 費 の 額         

鉄 道 

利用路線                                （往復・片道） 

 発  着       駅（発）～         駅（着） 

金  額 １人        円×   人 ＝               ① 

航 空 

利用路線                                （往復・片道） 

 発  着           空港（発）～         空港（着） 

金  額 １人        円×   人 ＝               ② 

バ  ス 
タクシー 
レンタカー 

利用区間 市役所本庁舎～市内～市役所本庁舎（往復・片道） 

金  額 １人 2,337.5円×    ８人  ＝  18,700円     ③ 

船 舶 
利用区間                                 （往復・片道） 

金  額 １人        円×   人 ＝               ④ 

その他 
(ガソリン) 

利用区間 市役所本庁舎～市内～市役所本庁舎（往復・片道） 

金  額 １人     330円×  ８人 ＝   2,640円   ⑤ 

宿  泊  費 宿泊先  １人        円×   人 ＝               ⑥ 

 そ  の  他                      １人        円×   人 ＝               ⑦ 

 合     計      ①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦                 ＝   21,340円 

 １人当たりの旅費等の合計額                                         2,667.5円 

 

※ その他は、使途基準による視察先から請求される資料代、研修会参加費等である。 


